
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県教育センター 

 

クラウドサービスの手引き 

 本資料で用いるスクリーンショットや各種クラウドサービスのアイコンは、令和３

年5月７日現在のものです。 

また、各市町の設定によっては、操作できない項目があります。ご了承ください。 

【内容】 

１．Google Classroom について  

 

２．Google Jamboard について 

 

３．Google フォーム について  

   

４．Google Meet について    
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１．Google Classroom について 

Google Classroom は、オンライン上の教室で、教師や児童生徒間でコミュニケーションを取

ることができるグルーピングツールである。掲示板の機能を備えた「ストリーム」や課題等のやり

取りを行う「授業」と各種クラウドアプリとを連携することで、学習管理がスムーズになる。担当

する学級・教科ごとにクラスを準備して、授業で活用することができる。 

【主な機能】 

・クラスの作成  ・課題の配付、提出、返却  ・採点、クラスの成績一覧表の作成 など 

 

〇 Google Classroom の起動  

（１）［① Google アプリ］から［② Google Classroom］をクリックする。 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

                           

※表示されない場合は、［①Google アプリ］の［③その他のソ   

リューション］から［Google Classroom］を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 

③ 
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〇クラスの作成 

※ Google Classroom に初めてログインした時に、役割の   

選択を求められる場合がある。［私は教師です］を選ぶと、     

クラスの作成が行えるようになる。 

 

 

（１）クラスを作成する。 

 

 

 

 

 

 

（２）クラスの詳細を指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）［ストリーム］で、［クラスコード］が表示されたことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①［ ＋ ］をクリック 

 ②［クラスを作成］をクリック 

 

①クラス名を入力（必須） （例）〇年〇組、〇年生、□□科など 

 

③［作成］をクリック 

 

拡大表示 

②セクションを入力 

科目 

部屋 

※同一名の授業を複数クラスで行う場合など、必要に応じて入力する。 
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〇クラスに児童生徒を招待する。 （児童生徒をクラスに招待する A 、 B の 2つの方法） 

 A  児童生徒が［クラスコード］を入力する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B  教師が児童生徒をメールアドレス（氏名）で招待する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）文字入力に心配がない児童生徒には、クラスコードを入力させる方法が一般的であるが、そう

でない児童生徒には、教師がメールアドレスで招待しておく方法がよい。児童生徒の実態に応じ

て上記の方法を使い分ける。 

 ①［メンバー］タブを選択 

①［ ＋ ］をクリック 

 

②［クラスコード］を入力 

 

③［参加］をクリック 

 

 ③メールアドレス（氏名）を入力 

 ②［生徒を招待］をクリック 

 ④［招待する］をクリック 

 ⑤招待した生徒の氏名に［招待済み］と表示される。 
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〇教師と児童生徒で課題のやりとりを行う。 

  （例） 

        教師                     児童 

                               生徒 

 

 

 

 

 

 

（１）課題の作成、送信【教師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）課題の作成、送信 

（２）課題の受信、回答、提出 

（３）課題の受信、評価、返信  

（４）課題の確認、再提出 

 ①［授業］タブを選択 

 ②［＋作成］ボタンをクリック 

 ③［課題］をクリック ［課題］ 

［テスト付きの課題］ 

［質問］ 

で作成した課題は、児童生徒が提出

した後に採点（評価）が可能 

 

④［タイトル］を入力 

⑤必要に応じて、補足説明などを入力 

 ⑨［課題を作成］をクリックすると、指

定した児童生徒に一斉送信できる。 

 ⑥課題を送信する対象を選択 

 ⑦評価点の設定 

⑧提出期限の設定 

ア イ ※次ページに補足説明あり 

［追加］または、［作成］を

クリックして、Google 

Workspace のサービス

等で作成したファイルを

添付できる。 

［閲覧可能］…ファイルの閲覧のみ可能 

［編集可能］…クラウドに保存されたファイルを受信者全員で共 

同編集可能 

［コピーを作成］…個別に編集可能なファイルを送付可能 
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   ア．［📎追加］…［課題］にGoogle ドライブ のファイル、YouTube 動画、リンク などを追加

することができる。 

 

 

 

 

 

 

   イ．［＋作成］… Google Classroomと連携して、アプリを用いて課題を作成できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題の受信、回答、提出【児童生徒】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←文書作成アプリ 

←プレゼン作成アプリ 

←表計算アプリ 

←図形作成・編集アプリ 

←情報収集・整理アプリ （例）アンケート、小テストなど 

①［ストリーム］タブを選択 

②受信した［課題］をクリック 

③［あなたの課題］をクリックして、 

回答する（課題を解く） 

④課題ができたら、［提出］をクリック 

TM TM 
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  ※課題の提出取り消し・再提出について 

課題提出後は、右図のように［提出済み］となる 

が、［提出を取り消し］をクリックすると、再提出す 

ることができる。 

 

 

 

 

（３）課題の受信、評価、返信【教師】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①［ストリーム］のタブを選択 

②受信した［課題］をクリック 

［提出済み］［割り当て済み］が表示される。 

※［提出済み］は提出した数、［割り当て済

み］は未提出の数。 

④［提出済み］をクリックし、提出

された課題の確認（評価）を行う。 

③提出されたファイルをクリックし、提出物

の内容の確認を行う。※詳細は次ページ 
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 （４）課題の確認、再提出【児童生徒】 

課題返却後、児童生徒の［課題画面］には［点数］と（教師が入力した場合は）［先生からのコ

メント］が表示される。 

評価（点数）を受けて、課題の再提出もできる。※（２）と同様の方法 

 

 

⑥［点数］を入力して［返却］ボタンをクリック 

※必要に応じて、［限定公開のコメント］を入力

することができる。 

※点数やコメントのフィードバックは、該当児

童生徒のみが見ることができる。 

⑦課題の内容、成績（限定公開のコメント）

を入力した後に［返却］をクリック 
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（参考）Google Classroom の教師向け機能と児童生徒向け機能の比較 

○クラス画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○タブ 

 ・教師のみ、［採点］画面のタブや［クラスコード］が表示される。 

 

 

 

 

 

・教師のみ、［テーマを選択 写真をアップロード］の変更ができる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

教師 児童生徒 

生徒のクラスには［教師名］が表示

される。 

※教師が写真など設定すれば、その

写真などが表示される 

教師 児童生徒 

教師のクラスには、［生徒数］が表示

される 

教師 
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２．Google Jamboard について 

 Google Jamboard は、Web上でのホワイトボード共有サービスです。ダウンロードして、デ

スクトップアプリとして利用することができない（クラウド上での利用に限られている）ため、

Google Chrome（ブラウザ）で利用する。 

【主な機能】 

 ・ペン（色・太さ変更可）、消しゴム  ・付箋  ・画像貼り付け  ・レーザーポインタ 

・PDF出力  ・画像出力  ・背景設定  ・共同編集 

 

〇 Google Jamboard の起動 

（１）［①Google アプリ］から［②Jamboard］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※表示されない場合は、［①Google アプリ］の［③その他のソ 

リューション］から［Google Jamboard］を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

TM 

③ 
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〇 Google Jamboard の起動 ※電子ホワイトボードのファイルを Jam という。 

 （１）［新しい Jam］をクリックする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）画面構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←ペン 

←消去 

←選択 

←付箋 

←画像を追加 

←レーザーポインタ 

書き込む文章の入力

スペース 

背景を選択できる 

←全消去 
ファイル名の変更 

ファイルの削除 

付箋の色の選択 

新しい Jam 
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（３）Jamを共有する方法 

   Jamを複数のユーザーやグループと共有して編集する場合は、画面右上の［共有］をクリック 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google Jamboard だけでなく、Office 系のアプリ（ドキュメント、スプレッドシート、スライ

ド）も１つのファイルを複数人で共同編集することができる。 

また、Google Classroom を用いることで、上記のアプリの利用をマネジメントすることができ

る。（ファイルへのリンクを貼り付けたり、そのリンクからファイルをダウンロードして個別及び共

同編集したりすることができる。） 

 

 

参考：『できる Google for Education クラウド学習ツール実践ガイド』 （株）インプレス 

［リンクをコピー］をクリックすることで、クリップボードにURL

がコピーされる。URL をメール（チャット）に添付したり、

Classroom と連携したりすることで、共同編集が可能となる。 

［共有］をクリック 

Google Workspace のアカウントがわ

かる場合は、ここにアドレスを入力して

招待することで、共同編集が可能とな

る。 

［リンクを取得］して共同編集

するためには、権限を［閲覧者］

から［編集者］に変更して、上

記のリンクを共有する。 

詳細な共有設定も可能 
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３．Google フォーム について 

 Google フォーム は、小テストやアンケートを作成、回収・集計し、機械学習の機能を使って

回答を分析できるアプリケーションである。 

【主な機能】 

 ・自動集計、グラフ化、データのエクスポート  ・採点機能（成否判定）  ・共同編集 

 

〇フォームの起動（Google Chrome の場合） 

（１）［①Google アプリ］から［②Forms］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※表示されない場合は、［①Google アプリ］の［③その他のソ 

リューション］から［Forms］を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

③ 

② 
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〇アンケートの作成 

 （１）［新しいフォームを作成］から、［空白］をクリックする。 

（２）タイトルを入力する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）［①質問］を入力し、［②質問の形式］を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックして「タイトル］の入力 

 

① ② 

    語句などの簡単な短い文章による回答→ 

         １行以上の長い文章による回答→ 

複数の回答から１つを選択する回答→ 

複数の回答から１つ以上を選択する回答→ 

   あらかじめ作成したリストから選択する回答→ 

 

４件法等アンケート回答（１～５などの段階評価）→ 

       行と列にわけて項目を設定した回答→ 

     項目ごとの回答を１つ以上選択する回答→ 

               日付を回答→ 

時刻を回答→ 

 

質問を追加→ 

質問をインポート→ 

タイトルと説明を追加→ 

画像を追加→ 

動画を追加→ 

セクションを追加→ 
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（４）回答を必須項目として設定する。 

 

 

 

 

        ※［必須］のスイッチをオンにする。  ON：     OFF: 

 

（５）作成したアンケートのプレビューを確認する。画面右上の［プレビュー］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※プレビューを参考にしながら完成させる。作成したアンケートは自動的に［Google ドライブ］ 

に保存される。 
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（６）アンケート完成後、そのアンケートの公開URLをコピーして、メールで送信したり、Webサ

イトにリンクを貼ったりして回答者に案内することができる。 

    ※Google Classroom で活用することもできる。 

     画面右上の［送信］をクリックして、アンケートのURLを表示する。 

 

［①リンク表示］をクリックすると、［②リンク］に URL が表示されるので、［③コピー］を

クリックして、クリップボードにコピーして活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（７）回答の確認 

①回答が終わると、結果を確認できる。［回答］をクリックする。 

 

 

 

 

 

   ②［概要］を選択すると、全体を集計した結果を確認できる。［質問］を選択すると、質問ごと 

に回答結果を確認できる。［個別］を選択すると、回答者ごとの回答を確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 
① 

② 

③ 
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③画面右上の［スプレッドシートの作成］をクリックすると、スプレッドシートで、表形式で回 

答結果を確認できるため、結果のデータ処理ができる。 
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〇テストの作成 

 （１）［新しいフォームを作成］から、［空白］をクリックする。 

 （２）画面右上の［設定］をクリックする。 

    

 

   ①［全般］タブの設定 

    （以下は、必要に応じて設定する。） 

    ・［メールアドレスを収集する］ 

     ※ここでは、設定しない。 

 

・［回答を1回に制限する］ 

 

 

 

 

 

   ②［プレゼンテーション］タブの設定 

    （以下は、必要に応じて設定する。） 

・［進行状況バーを表示］ 

 ※解答がどの程度進んでいるのかを 

解答者にバーで見せる機能 

 

・［質問の順序をシャッフルする］ 

※解答者によって質問の順序が入れ替わり、ランダムに出題されるテストになる機能 

    

   ③［テスト］タブの設定 

    ・［テストにする］→オンにする。 

 

 

（以下は、必要に応じて設定する。） 

    ・［テストオプション］を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

④［保存］をクリックする。 

 

・［送信直後］ 
解答者が解答を送信した

直後に点数を表示する設定 
 

・［確認後に手動で表示する］ 
メールの収集が有効にな

る設定 

・［不正解だった質問］ 
不正解の質問を表示する設定 

・［正解］ 
各質問の正解を表示する設定 

・［点数］ 
得点を表示する設定 

設定 

 



- 18 - 

 

★基本的な入力は、「２．アンケートの作成」と同じであるため、以下は、テスト独自の設定について説

明する。 

 （３）（ラジオボタンを用いる場合）以下のように、問題文、選択肢を設定した後、解答の設定を行う

ため、［解答集を作成］する。 

   ※［①配点］、［②正答］、必要に応じて、［③回答に対するフィードバックを追加］を設定した後

に、［④完了］をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テストは、選択式（複数回答可）の場合は、自動採点することができるが、文章などの記述式（キ

ーワードを除く）の場合は、自動採点ができない。ただし、Google Classroom と連動させて、手動

採点をすることができる。 

 

 

 

   

④ ③ 

② 

① 
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４．Google Meet について 

 Google Meet は、オンラインでのビデオ会議ができるアプリケーションである。 

【主な機能】 

 ・ビデオ会議  ・チャット  ・画面共有 など 

 

○Google Meet の画面共有機能 

  Web会議ツールの「Google Meet」の画面共有機能を用いることで、教師の画面を児童生徒と

共有する授業支援的な利用が可能。 

 

（１）Google Meet を起動し、ミーティングを開始する。 

    ①［新しい会議を作成］をクリック 

    ②［会議を今すぐ開始］をクリック 

    ③ユーザー（児童生徒）を追加する 

※詳細は省略、インターネット等で検索してください。 

（２）画面右下の［①画面を共有］をクリックして、［②画面を共有する］のうち、［あなたの全画面］、

［ウィンドウ］または［タブ］を選択する。（詳細は、以下参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※［あなたの全画面］…デスクトップすべてを送信する場合 

［ウィンドウ］…音声を含まないデータファイルを共有する場合 

［タブ］…音声を含むデータファイル（MP4 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

選択 
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   〇［ウィンドウ］ 

     ［ウィンドウ］を選択すると、展開しているウィンドウ毎に共有が可能。アプリを共有する

場合は、①該当ウィンドウ（ファイル）を選択し、②共有する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 〇［タブ］ 

［タブ］を選択するとGoogle Chrome 内で展開するデータを共有することが可能。 

・動画ファイルを共有する場合は、①該当ファイルをドラックし、Google Chrome のタブ

に移動させて展開する。 

・インターネットの画面（YouTube等の動画配信も含む）は、Google Chrome 上の別タ

ブで展開する。音声データも含む場合は、［②音声を共有する］にチェックし、③共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google Classroom、Google Jamboard、Google ドライブ、YouTube、Google Chrome、Google フォーム、およ

び Google Meet は Google LLC の商標です。 

① 

② 

① 

② ③ 


